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国 際 会 長 (ＩＰ) Ulrik Lauridsen (Denmark) 

“Let Your Light Shine” 

「輝かそう、あなたの光を」  

会 長  古田 和彦    アジア太平洋地域会長（ＡＰ）利根川 恵子 (川越)        監 事    松島 美一 

副会長  秋元 美晴    “Be the  light  for  change ”                      ブリテン   伊藤 誠彦 

書 記  古賀 健一郎    「変革のための光となろう」                 担当主事  立花 明美 

会 計  大髙 治       東日本区理事（ＲＤ）  山田 公平（宇都宮）      

直前会長 古賀 健一郎    “Instil  Confidence  in  our  Youth” 

「未来のために今、学びと気づきを！未来のために、自信を育み、真の喜びに出会う！」 

                         湘南・沖縄部部長（ＤＧ） 黒川 勝（金沢八景） 

「初心に帰り、新たな船出を踏み出そう」 

副題：「ワイズメンズクラブはYMCAとともに」 

    横浜クラブ会長 (ＣＰ) 古田 和彦 

「楽しんで、できる範囲で、YMCAと地域に仕えよう」 

             

『楽しんで、できる範囲で』 

秋元 美晴 

7月22日の土曜日に第1回湘南・沖

縄部第1回評議会が開催されました。  

私はこの日は午前中表参道で用事が

あり、そこから戸塚の会場に向かいま

した。初めてのルートで表参道→新橋

→戸塚に行きました。戸塚駅は私と相

性が悪いらしく、いつも降りてから目

的地までなかなか着きません。今回もJRの戸塚駅を降りて

からが大変で、3人の方に伺ったのですが、だれもYMCA

をご存知なく、大変でした。ある人は親切にスマホで調べて

くださいましたが、わかりませんでした。暑くて汗はだらだ

ら出るし、結局YMCAに電話をして、ずっと電話で誘導し

ていただき、どうにか着きました。 

第1回評議会は23名の出席者だったそうですが、議長を

黒川勝氏が、司会を古田横浜クラブ会長がなさり、2022-23

年度会計決算報告、2023-24年度予算、湘南・沖縄部部大会

についてなど、大きな議題であったにもかかわらず、議長と

司会の方の運び方が巧みで、緊張した中にも和やかに議事が

進みました。私は初めて出席したので、気が張っていました

が、思っていたよりも女性の方が多くいらっしゃったことも

あり、ほっとしました。 

各クラブ会長より、例会の開催状況、今後の予定など報告

がありましたが、私は我が横浜クラブの古田会長の新年度の

クラブ主題「楽しんで、できる範囲で、YMCAと地域に仕 

＜今月の聖句＞ 

押川 幸男  

「すべての民よ、手を打ち鳴らせ。 

 神に向かって喜び歌い、叫びをあげよ。」 

                  （詩編47編2節） 

 

今月のひとこと 

★ 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

押川ワイズ 今月の聖句について 

8月は、平和聖日礼拝が守られる月でもあります。私が以

前牧会していた教会に「幸せなら手をたたこう」を作詞した

木村利人さんがおられました。学生時代、フィリピンでボラ

ンティア労働奉仕をしていた時、かつての日本軍との戦争で

家族を失ったフィリピンの友人との関わりの中で生まれた

歌だそうです。 

そして詩編47編2節のみ言葉から導かれた詩でもありま

した。10 年前に木村夫妻がピースボートに乗船して世界中

を回り、その間の船内企画の様々なプロジェクトや話し合い

が、とても有意義な旅であったと語っていました。今もまた

ピースボートに乗船し、「幸せなら手をたたこう」に込めた

思いを語っているそうです。「平和を態度で示そうよ」との

呼びかけは、詩編27編の詩人が現代の私たちに語りかけた

思いでもあります。 



＜２０２３年７月例会実績＞ 

在籍者 出席者 出席率 B F 

１２名 

 

メン     7名 

メネット  0名 

コメット  0名 

ビジター 0名 

ゲスト   0名 

合計    7名 

75 ％ 

（メーキャップ 

2名を含む） 

 

前月修正 

出席率   ％ 

今月分 

切手    0 g 

現金     0円 

年度累計 

切手    0 g 

現金    0円 

＜８月の行事予定＞ 

戦略２０３２ 

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

4-6   
エイズ文化フォーラ

ム in横浜 

神奈川県民セ

ンター 

17 木 18:30 横浜クラブ第二例会 Zoom 

24 木 18:00 
横浜クラブ第一例会

兼納涼親睦例会 

ロイヤルホー

ル横浜 

えよう！」が一番よいと思いました。あまり肩肘を張らず参

加できるクラブでないと長続きしないと思うからです。人生

には思いもよらないことが起こります。そういうとき、この

主題は「今は役に立たないけれど、できる範囲でYMCA 

と地域に仕えればいいのだ。また、何かできるようになった

ら、その時は頑張ろう」と思えるからです。各クラブはそれ

ぞれ違った特色がありますが、どれもユニークで、みなさん

でワイズメンズクラブを盛り立てていこうという熱意を感じ

ました。 

 最後に古田会長から、8月24日の納涼例会のことが紹介

されましたが、多くの方が興味を示してくださったようで、

当日が今から楽しみです。 

＜７月第一例会報告＞ 

                     秋元 美晴 

日時 ；2023年７月13日（木）18:30～20:30  

場所 ；中央YMCA＋Zoom のハイブリッド 

出席者；秋元、大髙、古賀、立花、古田  Zoom 参加；伊藤・

齋藤 

ビジター：黒川（部長公式訪問） 

    委任状：押川・佐竹・田口・松島 

司会 ；秋元ワイズ  

１．開会点鐘及び挨拶；古田会長  

２．ワイズソング・ワイズの信条：全員  

３．今月の聖句 ：佐竹ワイズ 代読と祈祷：立花ワイズ 

４．ゲストビジターの紹介：古田会長 

５．部長公式訪問・挨拶：黒川勝部長（金沢八景クラブ） 

６．総会および 2023－2024 年度キックオフ例会：議長は古

田会長 

  議長選出と定足数の確認：会場5名、Zoom2名、委任状

4名  会員12名中11名出席により総会は成立。 

 

議案の審議 

・第1号議案 2022－23年度事業結果報告・・古田・古賀 

・第2号議案 2022－23年度各事業報告・・・各事業委員 

・第3号議案 2022－23年度会計報告・・・・大髙 

  第1号議案から第3号議案まで一括して承認された。 

・第4号議案 2023－24年度クラブ役員、事業委員の確認・・

古田 

・第 5 号議案 2023－24 年度運営方針と事業計画・・・古

田・伊藤 

・主題「楽しんで、できる範囲で、ＹＭＣＡと地域に仕えよ

う」 

・基本方針：コロナもかなり収まり、活動もできるように

なりました。しかし、私たちは高齢者も多く、多くの事

は望めません。できる範囲で、楽しみながら、ＹＭＣＡ

と地域社会に仕え、ワイズ同士の交流を深めていきまし

ょう。」 

 

・第6号議案 2023－24年度予算案・・・大髙 

  第4号議案から第6号議案まで一括して承認された。 

７．キックオフ例会 

・ビジネス・報告 

(1) 8月納涼例会 

故金子さんの奥様を招待する。→古賀ワイズが電話。 

神村さんの奥様も招待する。→古田ワイズが連絡。 

チラシは秋元ワイズが作成することになった。 

(2) 第 10 回横浜ＹＭＣＡ専門学校日本語スピーチコンテ

スト 

齋藤ワイズに審査員になっていただき、都合が悪い場

合は、古田会長。 

村田製作所にパンフや御礼の手紙をお出しする。 

 (3)ブリテン8月号編集計画の確認 

(4)「横浜クラブのＱＲコード入りの名刺」を大髙ワイズが

立花ワイズの協力のもとに作成する。 

８．閉会点鐘：古田会長 

「2023-2024年度部第 1回評議会報告」 

                      古田 和彦 

１． 開催日時・場所 

2023 年 7 月 22 日（土）15：00～17：00 於 横浜と

つかYMCA1階ホール 

★ 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 



辻監事はZoomで出席 

２． 委任状を含め全員の出席により成立 

３． 全体司会は部書記の古田和彦ワイズ（横浜）、議事の議

長は黒川勝部長 

４． 議案とその採決結果 

１） 第1号議案「2022－23年度事業報告の件」 

小松仲史直前部長から、第 1 号議案書に基づき 2022－

23年度の事業報告がなされた。内容は、部長主題、部大

会開催、評議会開催(3回)、YMCAとの協議会開催(4回)、

部長公式訪問、部報発行(2回)等である。異議なく承認さ

れた。 

２） 第2号議案「2022－23年度会計決算報告の件」 

 小松直前部長から、第 2 号議案書により会計決算が報告

された。また、峯尾監事から監査報告があった。支出の

一部組み換え（予備費から雑損失）があったが、収支額

の変更はなく、承認された。 

(通常会計) 収入：296,907円 支出：209,210円 収支

差：87,697円 次期繰越：641,478円 （特別会計）入

会金支出：30,000円 次期繰越：171,000円 

３） 第3号議案「2023－24年度予算案の件」 

 黒川次期部長から次の提案があった。 

（通常会計）収入：272,500円 支出：272,500円 収支

差：0円 

（特別会計）収入：0円 支出：0円 収支差：40円 

支出にある、沖縄YMCA支援金30,000円は沖縄にクラ

ブがない現状においては不要ではとの意見があった。沖

縄の帰属が東西日本区で協議されている中なので、その

結論が出るまで従来通りとしたいこと、支出に当たって

は使用目的、必要性など沖縄 YMCA に問い合わせて対

処するとの答弁により、原案通り承認された。 

４） 第4号議案「湘南・沖縄部 部大会の件」 

黒川部長から議案書に基づき提案があり、承認された。 

日時：11月25日(土)14：00-16：00 内容は部長に一任

する。 

５） 第 5 号議案「令和 5 年度地域奉仕・YMCA サービス事

業 について」 

同事業主査の若木一美ワイズから議案書により提案（ノ

ルデックウオーキングの実施）され、承認された。 

６）報告・連絡 

・改定された「湘南・沖縄部部則施行細則」（会員増強支援  

策を入れた） 

・部長報告（7/8区役員会報告） 

・各クラブ・YMCA報告（各クラブの計画・例会の内容な

ど、YMCAの行事など）当クラブからは、9/1日本語ス

ピーチコンテスト、8/24納涼例会のアピールを行った。 

７）YMCA報告 8/4-6エイズ文化フォーラム、8/19委員研 

修会のアピール。 

５． 監事講評 辻ワイズから、「監事に就任して」とのペー

パーにより、所信を述べられ、講評として、事業主査か

ら今年度の方針を示してほしかったと述べられた。 

当クラブの出席者：秋元、古賀、古田（会場）、大高（委任状） 

 

 

 

「近況 ： もうしばらくお待ちください」 

齋藤 宙也 

前回の近況は、生死の境目をさまよ

っているかのような状況をお話しして

いた。 

あれから、１年がたった。完全に元

どおりではないものの、何とか生きて

はいます。不眠と、声の出づらさが主

に残っている。 

まだ一日の仕事量を制限し、真夏の外出はなるべく控えて

いる。今年も、７月に入ってから早速猛烈な暑さであった。

西日本、特に九州は、連日豪雨と土砂災害の報道ばかりで心

が痛んだが、神奈川県は、全くと言ってよいほど雨が降ら

ず、日照り地獄であった（北関東は多少降ったようなので、

水不足にはならない？）。 

母校の体育祭は、かつて9月であったが、夏休みを受験勉

強に充てさせるため、2003年から7月にした。今思えば、

今時の8月に仮装行列の練習などさせたら、熱中症が多発す

るので、そういう意味でも賢明な判断だった…と思いきや、

7月上旬から酷暑になるようになったので、もはやいつなら

安全に開催できるのか、分からなくなってしまっている。 

今年も猛暑になることを見込んで、早い段階で、真夏の相

談業務や当番刑事弁護を片っ端から交代してもらい、なるべ

く昼間は在宅勤務ができるように準備していた。それでも7

月7日までは打合せなどが続いたが、10日の週からは、昼

はほぼ引きこもり、週に2～3回夕方以降事務所に行く感じ

にした。どうしても昼間に出ないといけない日（郵便局や役

所に行くなど）は、なるべく、相対的には暑くない日を選

び、集中的にこなすことにした。もちろん、遊びにも出掛け

ず。 

どうにかこれで、あと1か月しのぎたいと思う。8月の納

涼会も、出たいところではあるが、大事を取って今年はパス

させていただきます。 

ひとまず、ロータリークラブの会長が終わり、例会に復帰

できる環境は整った。ただ、まだ9月上旬くらいまでは危険

な暑さが見込まれるので、オンラインを増やさざるを得な

い。10月くらいから、例会場に戻ってきたいなと思ってい

るので、もうしばらくお待ちいただきますようお願いしま

す。 

第 二 例 会 報 告  

                     伊藤 誠彦 

日時 ；7月27日（火）17：00～18：30（Zoom開催） 

出席者；秋元、伊藤、大髙、古賀、立花、古田 

１．行事予定の確認 

資料に基づき8月～10月の行事予定の確認 

２．協議・報告事項  

（１）8月24日納涼例会について 

現時点での出席予定者の紹介、今後、8月10日を目途にゲ

スト、ビジターを含めて、出席者を確定する。納涼会は第

一例会を兼ねるため、変則日程で、8月17日に第二例会を

開催する。 

★ 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 



（２）第10回横浜YMCA専門学校日本語スピーチコンテス

トについて 

9 月 1日開催予定のスピーチコンテストは 9 月第一例会を

兼ねる。 

会場は横浜Y 9階チャペル(Zoom併用)、出演者は7名の   

予定。終了後交流会を開催。 

横浜クラブからは、実行委員長として古田会長、審査委員

長として秋元ワイズ、審査員として齋藤ワイズが参加する。 

（３）10月12日第一例会について 

 卓話者に山田公平理事を予定。 

（４）タウンニュース名刺広告協賛について 

タウンニュース社から勧誘があった名刺広告についてどの

ように扱うかを協議。名刺広告を出すかどうかについては、

横浜クラブの広報のあり方を再度検討してからにすること

を決定。 

（５）勧誘QRコードについて 

横浜クラブへの入会を勧誘するQR コードを作成すること

について協議した。かねてより大髙ワイズがリーフレット

作成の必要性を主張されていたがそれに代わるものになる

位置づけ。横浜クラブの名刺に掲載することなどが考えら

れるが、全体デザインなど今後とも継続的に検討する。 

 

 

 

 

担当主事 立花 明美 

7 月 1 日～7 日まで安全週間でした。全体集合研修ではオ

ンラインで「不審者について」学びました。横浜中央YMCA

ではヒヤリハットマップの作成、心肺蘇生＋AED講習、最終

日には熱中症対策を学びました。また 7 月後半からは夏期講

習会が始まり、8月にはキャンプが行われます。そのためのキ

ャンプリーダートレーニングが行われました。 

梅雨明けして、猛暑が続きます。しっかり水分を取り、こ

の夏を乗り越えたいです。 

 ・7月 1日（土）～7日（金）2023年度安全週間 

・7月 3日（月）2023年度全体安全研修（Zoom） 

・7月 7日（金）インターナショナル七夕パーティ 

 ・7月15日（土）関内駅街頭募金（健康事業部） 

 ・7月23日（日）ジュニア＆マスターズ水泳大会 

 ・7月26日（水）～29日（土）夏季短期講習会 

 ・7月26日（水）～8月1日（火）こどもクラブ 

 ・7月21日（水）体操ワッペンテスト週間（～27日） 

 7月18日～11月末まで、横浜中央YMCAは外壁工事があ

ります。12月にはきれいになった横浜中央YMCAが見られ

ます。 

 

 

 

 

 

９ 月 の 行 事 

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

1 金 10:00 
日本語スピーチコンテス

ト兼第一例会 

中央Yチャ

ペル 

5 木 19:00 第99回Y-Y’s協議会 中央Y 

23 土 10:00 横浜YMCAフェスタ とつかY 

28 木 17:00 横浜クラブ第二例会 Zoom 

当ブリテン及び横浜ワイズメンズクラブに関するお問い合わ

せは、YMCA立花 明美にご連絡下さい。  

メール tachibana_akemi@yokohamaymca.org 

電話  045-661-0080 

８月納涼例会プログラム 

日時：8月24日(木)  18:00～20:00 

場所：ロイヤルホール横浜 

 

司会：古賀ワイズ 

１． 開会点鐘および挨拶・・・・・・・古田会長 

２． ワイズソング・ワイズの信条・・・ 全員  

３． 今月の聖句・・・・・・・・・・・ 古賀ワイズ 

４． 食前感謝 

５． 乾杯・・・・・古田会長 

６． 食事・歓談 

   出席者自己紹介 

   フルート演奏  冨山姫路子さん 

７． Happy Birthday  押川沢江、古賀健一郎、田口務 

         田口弥生 

８．閉会点鐘・・・・・・・・・・・・古田会長 

例会報告：大髙ワイズ   

ＹＭＣＡ

だ よ り

ＹＭＣＡ

だ よ り

★ 強い義務感をもとう 義務はすべての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

mailto:tachibana_akemi@yokohamaymca.org

